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 本町は、仙南地域の中央部に位置し、雄大な蔵王連峰を背景に白石川が穏やかに流れ、

春には「日本さくら名所 100 選」に選ばれた「一目千本桜」が白石川土手沿いに咲き

誇る穏やかで美しい町です。古くは縄文時代から人が住み、江戸時代の頃には奥州街道

の宿場町として発展し、その賑わいは今でも健在です。 

 周辺市町の多くで人口が減少傾向にある中、本町の人口は昭和 60 年比で 17.2%増と

なっており、仙南地域の中で最も増加率が高い町です。このような状況であるというこ

とは、本町に住みたいと思っていただけるほどの魅力が強いということを改めて実感し

ます。 

 一方、町を取り巻く課題は多岐に渡り、今後の町の更なる発展や魅力向上のためには、

計画的な取組みと政策が重要となってきました。 

今後予測されている人口減少、空き家・空き店舗の増加、古くからある市街地で見ら

れる狭隘道路や大雨等による道路の浸水といったインフラ問題、商業施設や公共施設の

利便性向上、交流人口の拡大、豊かな自然環境との共生、それら課題解決のための官民

共同体制などといった多種多様な課題に取り組んでいくため、このたび大河原町では

「都市計画マスタープラン」を策定することとなりました。都市計画マスタープランと

は、まちづくりに関する基本的な方針を定めるものです。本町では、将来目指すべき都

市の基本理念を「潤いある水の流れと桜がつなぎ、彩り、誇りが育つぎゅぎゅっと便利

と魅力がつまったまち」と定め、２０２９年を目標年次としました。 

今後は、この基本理念に基づき、町民の皆さまと行政が一体となったより良いまちづ

くりの推進に努めて参りますので、今まで以上のご支援とご協力を宜しくお願い申し上

げます。 

最後に、マスタープランの策定にあたりまして、貴重なご意見を賜りました町民の皆

さま、住民ワークショップにお越しいただいた参加者の皆さま、長時間マスタープラン

の内容について議論していただいた大河原町都市計画マスタープラン策定委員会の皆

さま、大河原町都市計画審議会の皆さま、そのほか本計画に関わっていただいたすべて

の皆さまに、心から感謝を申し上げます。 

 

令和元年 8 月 

大河原町長 齋 清志 



都市計画マスタープランの計画策定の背景と目的 

都市計画マスタープランは、

平成 4 年（1992 年）の都市

計画法改正により創設された

制度で、市町村の都市計画に関

する基本的な方針（都市計画法

第18条の2）を示すものです。 

本町においては、上位計画と

なる「第 6次大河原町長期総合

計画」の策定を踏まえ、仙南広

域圏での位置づけや人口動態、

時代の変化等を踏まえながら、

今後の都市全体の将来像や土地

利用、交通体系等のあり方につ

いて長期的な視点で総合的な方

針を定めることを目的として、

大河原町都市計画マスタープラ

ンを策定しました。 

○大河原町都市計画マスタープランの位置づけ 

 

全体構想 

目標年次  基本理念 

上位計画となる長期総合

計画との整合を図り次のよ

うに設定します。 

〈計画期間〉 

・2019～2029年度 

〈中間年次〉 

・2023年度 
  

  

将来人口フレーム  

本計画における将来人口

は、長期総合計画に即すもの

であるため、長期総合計画に

示された施策を講じた場合

とします。 
 

〈2029 年の目標人口〉 

・23,034人 

〈参考：2015年の人口〉 

・23,798人 
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将来都市構造 
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交通施設整備・保全および見直し方針 

土地利用や拠点的な機能を結ぶ骨格となる道路の整備方針や公共交通等の方針を整理します。 

○道路

〈幹線道路整備・保全・見直しの考え方〉
・整備済区間（既存）：交通機能の維持
・概成済区間（既存）/未整備都市計画道路：現状を整理し都市計画道路の見直しを検討する。

〈生活道路〉 
まちなかゾーン、市街地ゾーン、農業集落ゾーンにおいて道路改良を行い、日常の安全性や災害時の

速やかな避難経路の確保に努める。 

○鉄道

・関係機関と連携し、既存の交通機能の維持および利便性の向上について検討する。

○バス交通等

・関係機関と連携し、大河原駅を中心とした路線バスルートを維持する。
・デマンド型乗合タクシーのあり方について検討する。
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公園緑地等の整備方針

都市公園をはじめとし、河川や農業、森林空間など、公園緑地等の整備方針を整理します。 

○公園緑地等の整備方針
・市街地の状況、都市公園の分布を踏まえ、都市公園の
見直しを検討する。

・大河原公園の施設再整備と維持管理推進を検討する。
・河川敷の既存公園は、河川管理者と協議し、機能強化
と適正な維持管理を検討する。

○白石川河川敷の有効活用
・白石川右岸河川敷をレクリエーションや親水空間とし
て整備する。

・河川堤防や河川敷空間を活用したサイクリングロード
等の整備を検討する。

○河川と一体となった農業交流施設
・川前地区で、河川景観と田園景観が一体となった農業
交流施設の整備を検討する。

○森林の有効活用
・大高山遊歩道の魅力を高める整備を検討する。

白石川河川公園と白石川右岸河川敷 

都市防災の方針 

大河原町地域防災計画に基づき、都市防災を進めるにあたり、都市づくりや都市施設整備に係る方針を
整理します。 

○風水害対策
・避難経路の確保や避難誘導サインの設置を検討する。 

○土砂災害予防対策
・県と連携を図り、防災工事の推進に努める。

○市街地の防災対策
・都市公園に備蓄倉庫等の設置等機能強化を検討する。 

○公共建築物と防災基幹施設の堅牢化・安全化
・防災上重要と判断される公共建築物の堅牢化・安全化
の推進に努める。

○防災拠点等の整備
・公共施設を活用した災害救助活動空間の整
備に努める。

○空き家対策
・管理が不十分な空き家は、所有者等に対す
る指導・助言や家屋解体等の代執行により、
空き家の適正管理や除去の促進に努める。

○地震対策
・様々な災害対策を総合的に行うことで、複
合災害である地震に備える。

都市環境・景観形成の方針 

本町を特徴づけ、暮らす人々のアイデンティティとなる都市環境・景観の方針を整理します。 

○都市環境の形成方針
・市街地拡大を防ぎ環境負荷の小さな都市づくり

○景観形成の方針
・蔵王連峰への眺望確保のための取り組みを検討・推進する。

・河川空間の景観づくりを検討する。
・町のもつ歴史を活かした景観形成を検討する。
・駅前や商店街の景観づくりを推進する。

上下水道・河川の整備方針 

ライフラインとなる上下水道や町を横断する白石川などの整備方針を整理します。

○上下水道
・適正な維持管理に努める。
・雨水処理は、下水道計画区域内において施設整
備を推進する。

○河川
・河川の維持管理に努める。
・防災面の強化を図る。
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実現化方策 

都市づくりの背景とニーズ、都市計画の方向性を踏まえ、実現化方策の方針を整理します。 

○実現化方策の方針 
・官民が一体となってまちづくりを推進していくことや、官民協働のまちづくり体制を構築し、各主体の
役割分担を明らかする。 

・住民ワークショップにより、住民が特に重要・課題であると考えている点について、重点プロジェクト
として取り組む。 

・関連する法制度、補助メニューについて整理する。 

○主な重点プロジェクト                                        
（仮称）生活道路改良プロジェクト 

狭隘道路、冠水する道路等の課題箇所を整理し、計画的な道路改良推進 

（仮称）空き地・空き家対策プロジェクト 

市街地内の空き家について速やかな除去を推進 

不動産事業者等と連携した空き家の見える化、マッチング推進体制構築              

水と桜のレクリエーション軸形成プロジェクト 

白石川河川敷を活用したサイクリングロードの整備 

白石川右岸（川前地区）の高水敷を活用したレクリエーション拠点を整備 

住民意向を踏まえた大河原公園のリニューアル 

○官民協働のまちづくり連携体制イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民団体 住 民 

地元企業 行政(町) 

●まちづくり活動やボランティ
ア活動 

●地域イベントへの参画 
●情報発信 

●まちづくり活動やボランティ
ア活動 

●専門性を活かした取組 
●土地利用・都市計画に基づいた
開発・建築 

●周辺環境整備などへの配慮 

●各種まちづくり団体の組織化 
●まちづくりの啓蒙など専門性
を活かした取組 

●各主体との連携 

●まちづくりに関する横断的な
体制 

●まちづくりに関する情報提供 
●住民やまちづくり団体への支
援 

●各主体との連携 

協働体制の確立と 

連携推進による 

まちづくり 
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■地域別構想                           川西地区 
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■地域別構想                           川東地区 
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■地域別構想                          金ケ瀬地区 
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